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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
成
立
）
に
よ
り
、
消
費
税
の
十
パ
ー
セ

ン
ト
増
税
時
に
、
年
金
受
給
者
の
う
ち
、
低
所
得
高
齢
者
・
障
害
者
等
に
福
祉
的
な
給
付
を
行
う
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
、
以
下
、
質
問
し
ま
す
。

一

軽
減
税
率
の
導
入
の
た
め
に
、
一
兆
円
の
財
源
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
消
費
税
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
増
税
時
に
予
定
さ

れ
て
い
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
必
ず
実
行
さ
れ
ま
す
か
。

二

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
取
り
や
め
、
あ
る
い
は
、
減
額
す
る
た
め
に
は
法
改
正
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
様
な
法
改
正

を
、
消
費
税
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
き
上
げ
ま
で
に
行
う
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
。

右
質
問
す
る
。


